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夏祭りの準備をする様子

令和元年12月ネットワーク研修会の様子

　

揖
斐
川
町
は
、
岐
阜
県
の
最
西
部

に
位
置
し
、
北
側
は
福
井
県
、
西
側

は
滋
賀
県
と
接
し
て
い
ま
す
。面
積

は
８
０
３・４
４
㎢
で
、東
西
方
向
約
20

㎞
、南
北
方
向
約
35
㎞
、ほ
ぼ
南
北
に

長
い
形
を
し
て
い
ま
す
。総
面
積
の
う

ち
森
林
が
９
１・
１
％
、農
用
地
が
２・

２
％
、宅
地
が
０
・
９
％
の
広
大
な

山
々
や
清
流
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
す
。

　

平
成
17
年
１
月
31
日
、
揖
斐
川

町
・
谷
汲
村
・
春
日
村
・
久
瀬
村
・

藤
橋
村
・
坂
内
村
が
合
併
し
て
、
新

「
揖
斐
川
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
現
在
、
人
口
一
万

九
千
七
百
六
十
六
人
、
高
齢
化
率
３

９・９
％
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
64
名
、
主
任
児
童
委
員
が
６
名

で
、
現
在
も
、
合
併
前
の
委
員
配
置

を
基
本
と
し
た
見
守
り
を
継
続
し
、

定
例
会
等
も
合
併
前
の
単
位
区
ご
と

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
活

動
内
容
と
し
て
は
、
地
域
ケ
ア
会
議

に
参
加
し
、
困
難
課
題
に
対
し
専
門

的
な
支
援
や
、
広
域
的
な
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
見
守
り
台
帳
や
、
要
支
援

台
帳
の
定
期
的
な
整
備
を
元
に
、
他

機
関
と
協
力
し
た
地
域
の
見
守
り
活

動
を
行
う
等
、
普
段
か
ら
地
域
に
根

付
い
た
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
災
害

等
の
緊
急
時
に
も
、
迅
速
な
対
応
や

支
援
が
行
え
る
関
係
性
が
築
か
れ
て

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
合
同
研
修
会

を
、
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

研
修
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

介
護
支
援
専
門
員
が
一
同
に
会
し
て

研
修
を
行
い
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
き
、
要
援
護
者
が
、
様
々
な
社
会

資
源
や
介
護
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
を
適
切
に
利
用
し
て
、
地
域
の

中
で
安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各
代
表
者
の

方
か
ら
日
頃
の
活
動
や
仕
事
の
内
容

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
や
課

題
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
し
ま
す
。

　

研
修
後
に
は
お
互
い
の
理
解
を
深

め
、
ど
こ
ま
で
が
自
分
の
立
場
で
援

護
で
き
る
の
か
、
他
者
に
協
力
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
等
を
見
極

め
る
目
安
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
３

年
ぶ
り
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
開
催
を
断

念
し
ま
し
た
。

　

春
日
支
部
で
は
幼
児
園
と
の
交
流

事
業
と
し
て
、
園
の
夏
祭
り
に
全
員

で
参
加
し
て
い
ま
す
。
１
ブ
ー
ス
を

担
い
、
園
児
が
喜
ぶ
手
作
り
玩
具
を
、

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
考
案
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
「
竹
と
ん
ぼ
、
竹
馬
、

竹
製
水
鉄
砲
」
等
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
当
日
、
力
を
合
わ
せ
一
緒
に
作

り
上
げ
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
信
頼

も
深
ま
り
、
次
の
様
々
な
機
会
に
お

い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
交
流
が
行
え

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
や
こ
の
よ
う
な
行
事
を
通

し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
介
護

支
援
員
そ
し
て
地
域
の
方
た
ち
と
の

輪
を
広
げ
こ
れ
か
ら
も
み
ま
も
り
・

つ
な
が
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
研
修
会
を
通
じ

夏
祭
り
企
画

〜
揖
斐
川
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
〜


